
9−はびきの　2013.2.1−

読んでみませんか？読んでみませんか？ ～新刊案内～～新刊案内～ お は な し 会お は な し 会

ブックステーションはびきのコロセアム　☎ 937-7210(火・木・金曜日　13:30～16:30）　　ブックステーション野々上東　☎ 950-5501（月・水・金曜日　13:30～16:30）
ブックステーション青少年児童センター　☎ 952-0032（月～土曜日　9:00～17:00）　 　　古市図書館　☎ 958-0050（水～日曜日　10:00～17:30）　

㈯

ポチ袋、ブックカ
バー、箸置きなど、
覚えておくと便利
な折り紙や紙小
物がいっぱいの
本。読むだけでは
なく、ぜひ１つは
マスターしてくだ
さいね。

主婦の友社
くらしの折り紙とちょこっと紙小物

七夕まつり   7月7日㈯ 
丹比図書館 18：30 『大型紙芝居など』

森山 都／作　講談社

ノーベル平和賞で世の中がわかる

一さつのおくりもの

くまたが一番大切に
している絵本は『か
いがらのおくりもの』。
もう内容は全部覚え
ているけれど、毎日
一度は声に出して
読むくらい、大好き
な本でしたが・・・。

大いなる眠り

私立探偵フィリップ
・マーロウが活躍す
るシリーズの第一
作にして、ハードボ
イルド小説の原点と
いわれる一冊です。
村上春樹の新訳で
お楽しみください。

チャンドラー／著
村上　春樹／訳 早川書房

池上 彰／著 マガジンハウス

ぬいぐるみのお泊り会

1月20日㈰ ①14:00（4歳～6歳） ②14:30（低学年）

中央図書館にて実施します。申し込みは１月５日㈯

13:00から中央図書館にて受付します。（市内在住・

図書館利用カードをお持ちの方・各10人・電話不可）

12月  2日㈰    陵南の森図書館 14：00

12月  8日㈯    羽曳が丘図書館 15：00

12月  9日㈰    陵南の森図書館 14：00

12月12日㈬    東部図書館       10：30

12月15日㈯    陵南の森図書館 15：00

12月15日㈯ 　古市図書館       15：00

12月16日㈰    陵南の森図書館 11：00（小さい子向き） 

                  11：30（少し長いお話を聞ける子向き）

12月22日㈯ 　羽曳が丘図書館 15：00

12月2日、9日、23日の各日曜日

                           13:30(中央図書館)

クリスマス会

各施設の休館中は、防犯のためブックポストの使用
を中止します。あらかじめご了承ください。

1月  6日㈰    陵南の森図書館 14：00
1月  9日㈬    東部図書館       10：30
1月12日㈯    羽曳が丘図書館 15：00
1月13日㈰    陵南の森図書館 14：00
1月19日㈯    陵南の森図書館 15：00
1月19日㈯ 　古市図書館       15：00
1月20日㈰    陵南の森図書館 11：00（小さい子向き） 
                  11：30（少し長いお話を聞ける子向き）
1月26日㈯    丹比図書館       10：30
1月26日㈯ 　羽曳が丘図書館 15：00
1月27日㈰    陵南の森図書館 14：00
1月6日、13日、27日の各日曜日
                           13:30(中央図書館)

図書館は月末日を除き、日曜・祝日も平常どおり開館しています。

おはなしボランティア入門講座

子どもたちや高齢者の方に、楽し
いおはなしを届けるボランティ
アの入門講座です。

子どもたちや高齢者の方に、楽しいおはな
しを届けるボランティアの入門講座です。

日時　1/24、2/14、2/28、3/14、3/28の
         各木曜日(10：00～12:00)
場所　中央図書館　会議室
講師　岸下　良子氏
　　（おはなしボランティアはびきの）
定員　１５人（先着順）
　参加ご希望の方は１月２２日（火）までに、
中央図書館へ電話またはご来館の上、お申
し込みください。2月  3日㈰    陵南の森図書館 14：00

2月  9日㈯    羽曳が丘図書館 15：00

2月10日㈰    陵南の森図書館 14：00

2月13日㈬    東部図書館       10：30

2月16日㈯    陵南の森図書館 15：00

2月16日㈯ 　古市図書館       15：00

2月17日㈰    陵南の森図書館 11：00（小さい子向き） 

                  11：30（少し長いお話を聞ける子向き）

2月23日㈯    丹比図書館       10：30

2月23日㈯ 　羽曳が丘図書館 15：00

2月24日㈰    陵南の森図書館 14：00

2月3日㈰、10日㈰、17日㈰ 、24日㈰

                  中央図書館       13:30

わたしのゆたんぽ

女の子はあったか
い湯たんぽが大好
き。でも、湯たんぽは
女の子の冷たい足
にくっつかれるのが
嫌いで、ある日とう
とう、布団から逃げ
出してしまいます。

    きたむら さとし／作・絵
                         偕成社

開館時間…10:00～18:00(※中央図書館は10:00～20:00)

サラダボール

　ある日
ひ

の夜
よる

、同
どうきょ

居の父
ちち

が着
き

替
が

えなど

をカバンにつめて「帰
かえ

らせていただ

きます。」と頭
あたま

を下
さ

げた。自
じた く

宅から出
で

ていくと言
い

ってきかない。自
じぶ ん

分が誰
だれ

であるのかが分
わ

からないようで、ここ

が父
ちち

の自
じたく

宅であることを説
せっとく

得しても理
り

解
かい

してくれない。母
はは

のことも自
じ

分
ぶん

の妻
つま

であることが分
わ

からないという。二
じ

男
なん

である私
わたし

の名
な

前
まえ

も、息
むす こ

子であること

すら分
わ

からなかった。認
にん

知
ち

症
しょう

の症
しょうじょう

状

が月
つき

日
ひ

を重
かさ

ねるごとに悪
あっか

化し、昼
ちゅう

夜
や

を

問
と

わず徘
はいかい

徊を繰
く

り返
かえ

すなどしていた父
ちち

であったが、こんなことが現
げんじつ

実に起
お

き

るとは家
かぞく

族の誰
だれひとり

一人として思
おも

っていな

かった。その日
ひ い ら い

以来、父
ちち

は私
わたし

のことを

“大
たいしょう

将”と呼
よ

ぶようになった。どうも、

私
わたし

がこの家
いえ

の最
もっと

も偉
えら

い人
ひと

で、父
ちち

は私
わたし

に

雇
やと

われている家
か じ

事労
ろうどうしゃ

働者と認
にんしき

識してい

るようであった。自
じたく

宅の外
そと

で何
なに

か声
こえ

が

聞
き

こえるので窓
まどご

越しに見
み

ると、「大
たいしょう

将、

すいませんでした。これからも、この

家
いえ

に居
い

させてください。」と、道
みち

から

自
じたく

宅に向
むか

かって叫
さけ

んでいる父
ちち

がそこに

いた。母
はは

に対
たい

しては、「大
たいしょう

将は本
ほんとう

当に

偉
えら

い人
ひと

や。」と泣
な

きながら絶
ぜっさん

賛したり、

「大
たいしょう

将に木
ぼくとう

刀で殴
なぐ

られた。」と訴
うった

えたり

する日
ひ

もあった。

　勤
つと

めていた頃
ころ

の父
ちち

は、日
にほ ん

本の高
こう ど

度

成
せいちょう

長期
き

を支
ささ

えた製
せいこう

鋼所
しょ

の労
ろうどう

働者
しゃ

とし

て、残
ざんぎょう

業や休
きゅうじつ

日出
しゅっきん

勤なども当
とうぜん

然のこ

とのように、長
ちょう

時
じかん

間労
ろうどう

働に耐
た

え、働
はたら

き

続
つづ

けていた。勤
きんぞく

続 40年
ねん

ほどの会
かいしゃ

社を

定
ていねん

年退
たいしょく

職後
ご

も、69歳
さい

まで関
かんれん

連会
がいしゃ

社で

勤
つと

めた。そんな仕
しごと

事人
にんげん

間であった父
ちち

の

完
かんぜん

全な退
たいしょく

職後
ご

の自
じた く

宅暮
ぐ

らしにおいて、

その楽
たの

しみは酒
さけ

とテレビだけであっ

た。そんな状
じょうきょう

況でも、「十
じゅうぶん

分に働
はた

いた

んだから、それが楽
たの

しみなら、それは

それでいいか…。」と、家
かぞ く

族は見
みま も

守っ

ていた。そして、このような事
じたい

態にな

ってしまった。あんなに働
はたら

きに働
はたら

いた

父
ちち

が、やっと悠
ゆうゆう

々自
じてき

適に、のんびりと、

心
こころ

静
しず

かに、思
おも

うまま過
す

ごすことがで

きるようになったというのに、認
にんちしょう

知症

という病
やまい

の仕
しわざ

業で、父
ちち

は労
ろうどう

働者
しゃ

に戻
もど

り、

雇
こよ う

用主
ぬし

である“大
たいしょう

将”に日
ひ び

々叱
しか

られ、

殴
なぐ

られている妄
もうそう

想から解
と

き放
はな

たれない。

70歳
さい

代
だい

後
こうはん

半にして、“未
いま

だに雇
やと

われの

身
み

”である父
ちち

のことを思
おも

うと、辛
つら

くて

たまらなかった。

　その後
ご

もいろいろなことがあったが、

父
ちち

が認
にんちしょう

知症対
たいおうがた

応型のグループホームへ

入
にゅうしょ

所することになり、家
かぞく

族には“平
へいおん

穏

な日
ひ び

々”が虚
むな

しく訪
おとず

れた。私
わたし

がグルー

プホームを訪
ほうもん

問すると、父
ちち

はそれとな

く微
ほ ほ

笑んでくれる。環
かん

境
きょう

が変
か

わって、

私
わたし

は“大
たいしょう

将”でなくなったのかも知
し

れない。そして、私
わたし

がグループホーム

を出
で

る時
とき

、父
ちち

は少
すこ

し悲
かな

しそうな表
ひょう

情
じょう

で見
み

送
おく

ってくれる。私
わたし

は、罪
ざい

悪
あく

感
かん

に似
に

た、なんとも言
い

えない気
き

持
も

ちを抱
いだ

いて、

父
ちち

を残
のこ

したまま自
じ

宅
たく

へ帰
かえ

る。帰
かえ

り道
みち

で、無
む り

理に視
し

線
せん

を空
そら

へと向
む

ける私
わたし

から、

意
い と

図せず、ため息
いき

が漏
もれ

れる。

     羽
は

曳
びき

野
の

市
し

人
じん

権
けん

啓
けいはつ

発推
すいしん

進 協
きょう

議
ぎ

会
かい


